
孤立防止・見守りネットワーク地域支援事業の実施報告について

○本事業は、社会からの孤立を見逃さない地域をつくるために、地域住民や地域で活動する関係機関等による地域の見守り機能
を高めることを目的として、平成2５年度から市と市社協が共同で実施している。

○令和６年度から本格実施した長野市重層的支援体制整備事業を構成する、「地域づくり事業」のひとつに位置付けられ、今年度
は、地域福祉推進セミナーや研修会の開催を通して、地域住民等に対する見守り活動の意識啓発や、各地区における見守り活動

の中心的役割を担う福祉推進員等の資質向上を図ることを目的として取組を実施した。

令和７年度 長野市地域福祉推進セミナーの開催

テーマ 「相互に支え合い、人と人との「つながり」が生まれる社会を目指して」

ー「社会的孤立」問題から私たちが今できることを考えるー

主 催 社会福祉法人長野市社会福祉協議会 （共催 長野市）

日 時 令和７年８月29日（金） 13時00分～16時00分

会 場 長野市若里市民文化ホール

対象者 住民自治協議会関係者、区長、民生委員児童委員、社会福祉施設職員、ケアマネージャー、地域包括支援センター職員、

社会福祉施設職員、ＮＰＯ・ＮＧＯ、企業、学校、地域福祉活動に取り組む人・関心のある人 等

参加数 約300名

内 容 基調講演

「つながりを楽しめるまちづくり」ー共生社会に向けてー 講師：宮本 太郎 氏（中央大学教授）

実践報告・パネルディスカッション （テーマ：長野市流の「つながりを楽しめるまちづくり」について考える）

展示「福祉推進員活動の紹介」（福祉推進員の活動を記した模造紙を展示し、各地区の取り組みを紹介）

福祉推進員研修会の開催

延べ開催回数 27回

⇒ 地区単位で開催する福祉推進員を対象とした研修会で、地域社会での孤立防止に向けての意識啓発などを実施した。
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